
執
筆
者
二
〇
二
〇
年
度
業
績
欄

（
掲
載
順
、
三
点
以
内
） 

○
佐
藤
卓
己
（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
、
副
研
究
科
長
、
理
事

補
）

・
『
『
キ
ン
グ
』
の
時
代―
国
民
大
衆
雑
誌
の
公
共
性
』
（
岩

波
現
代
文
庫
、
二
〇
二
〇
年
）

・
『
メ
デ
ィ
ア
論
の
名
著

』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
二
〇
年
）

・
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｌ
・
モ
ッ
セ
『
大
衆
の
国
民
化―

ナ
チ
ズ
ム
に

至
る
政
治
シ
ン
ボ
ル
と
大
衆
文
化
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二

〇
二
一
年
）

○
佐
藤
彰
宣
（
流
通
科
学
大
学
講
師
）

・
「
「
明
日
の
教
養
」
と
「
戦
争
の
記
憶
」
と
の
接
点―

占
領

期
以
後
に
お
け
る
雑
誌
『
丸
』
の
変
容
」
『
神
戸
外
大
論
叢
』

第
七
二
巻
（
二
〇
二
〇
年
）

・
「
余
計
物
に
と
っ
て
の
「
明
治
」
と
「
民
衆
」―

時
代
劇
か

ら
問
う
近
代
日
本
」
山
本
昭
宏
編
『
近
頃
な
ぜ
か
岡
本
喜
八―

反
戦
の
技
法
、
娯
楽
の
思
想
』
（
み
ず
き
書
林
、
二
〇
二
〇
年
）

・
「
個
人
参
加
型
フ
ッ
ト
サ
ル―

「
お
ひ
と
り
さ
ま
」
で
行
う

チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の
規
範
」
秋
谷
直
矩
・
團
康
晃
・
松
井
広
志

編
『
楽
し
み
の
技
法―

趣
味
実
践
の
社
会
学
』
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ

出
版
、
二
〇
二
一
年
）

○
木
下
浩
一
（
帝
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
講
師
）

・
研
究
ノ
ー
ト
「
キ
ャ
ス
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
と
娯
楽
化
を
め
ぐ
る

用
語
の
定
義
」
『
京
都
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
年
報
』
第
六
号
（
二

〇
二
〇
年
）

・
【
口
頭
発
表
】
社
会
情
報
学
会
東
北
支
部
研
究
発
表
会
「
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
大
学
で
何
を
教
え
る
べ
き
か―

ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
教
育
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
教
育
」
（
二
〇
二
一
年

三
月
一
四
日
、
東
北
大
学
）

◯
彭
永
成
（
京
都
大
学
大
学
院
博
士
課
程
、
国
費
留
学
生
）

・
「
中
国
に
お
け
る
『
家
族
の
個
人
化
』
の
形
ー
《
谁
在
你
家

中
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国
〝
个
体
家
庭
〟
的
选
择
》
」『
京
都
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
年
報
』

第
六
号
（
二
〇
二
〇
年
）

・
「
結
婚
情
報
の
メ
デ
ィ
ア
史―

雑
誌
『
ゼ
ク
シ
ィ
』
を
中
心

に
」
『
京
都
大
学
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
六
号
（
二
〇
二

〇
年
）

・
「
『
ゼ
ク
シ
ィ
』
に
お
け
る
理
想
的
な
結
婚
イ
メ
ー
ジ
の
創

出
ー
結
婚
情
報
誌
か
ら
ブ
ラ
イ
ダ
ル
情
報
誌
へ
」
、
『
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
第
九
七
号
（
二
〇
二
〇
年
）

○
本
田
毅
彦
（
京
都
女
子
大
学
教
授
）

・
「
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
に
見
る

王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
の
起
源
と
展
開
」
『
京
都
メ
デ
ィ
ア
史

研
究
年
報
』
第
六
号
（
二
〇
二
〇
年
）

・
「
最
後
の
デ
リ
ー
・
ダ
ー
バ
ー
は
な
ぜ
回
避
さ
れ
た
の
か―

一
九
三
〇
年
代
後
半
の
英
領
イ
ン
ド
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
」
『
史

窗
』
七
七
号
（
二
〇
二
一
年
）

〇
福
間
良
明
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授
）

・
『
「
勤
労
青
年
」
の
教
養
文
化
史
』
（
岩
波
新
書
、
二
〇
二

〇
年
）

・
『
戦
後
日
本
、
記
憶
の
力
学―

―

「
継
承
と
い
う
断
絶
」
と

無
難
さ
の
政
治
学
』
（
作
品
社
、
二
〇
二
〇
年
）

・
「
現
代
メ
デ
ィ
ア
史
と
戦
前
・
戦
後
の
社
会
変
容
」
浪
田
陽

子
・
福
間
良
明
編
『
は
じ
め
て
の
メ
デ
ィ
ア
研
究
［
第
二
版
］
』

（
世
界
思
想
社
、
二
〇
二
一
年
）

○
白
戸
健
一
郎
（
筑
波
大
学
人
文
社
会
系
助
教
）

・
「
書
評
：
大
野
哲
哉
『
通
信
の
世
紀―

情
報
技
術
と
国
家
戦

略
の
一
五
〇
年
史
』
」
『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
四
八
号
（
二
〇

二
〇
年
）

○
松
永
智
子
（
東
京
経
済
大
学
准
教
授
）

・
「
島
の
暮
ら
し
と
「
移
民
」
の
メ
デ
ィ
ア
」
人
間
学
研
究
会

『
道
標
』
第
七
十
二
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
、
印
刷
中
）
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○
ト
パ
チ
ョ
ー
ル
・
ハ
サ
ン
（
ユ
ス
キ
ュ
ダ
ル
大
学
助
教
授
）

・Topacoglu, H
asan. (2020). H

istorical O
rigins, 

Institutionalization and Contem
porary Educational Program

s 
of Japanese Cultural Studies. TRT A

kadem
i, 6 (10), 

536-555. 

・【
口
頭
発
表
】Tow

ards 2023 : W
hat Can Turkey Learn From

 
Japan for Its Centennial - 2nd International Conference on 
Innovative Studies of Contem

porary Sciences - A
ugust 17 

-19, 2020, Tokyo / Japan (V
ia Zoom

) 

・
【
口
頭
発
表
】The Characteristic of Collective M

em
ory 

Studies in Japan - 7th International Com
m

unication D
ays - 

21-23 O
ctober, Istanbul / Turkey

○
花
田
史
彦
（
大
手
前
大
学
非
常
勤
講
師
、
同
志
社
大
学
嘱
託

講
師
、
立
命
館
大
学
授
業
担
当
講
師
）

・
「
「
大
衆
」
と
「
民
族
」
の
あ
い
だ―

映
画
《
山
び
こ
学
校
》

を
め
ぐ
る
市
場
」
駒
込
武
編
『
生
活
綴
方
で
編
む
「
戦
後
史
」

―

〈
冷
戦
〉
と
〈
越
境
〉
の
一
九
五
〇
年
代
』
（
岩
波
書
店
、

二
〇
二
〇
年
）

・
「
グ
ラ
ビ
ア
と
啓
蒙―

戦
後
初
期
の
『
近
代
映
画
』
が
伝
え

た
も
の
」
谷
川
建
司
編
『
映
画
産
業
史
の
転
換
点―

経
営
・
継

承
・
メ
デ
ィ
ア
戦
略
』
（
森
話
社
、
二
〇
二
〇
年
）

・
「
青
年
の
理
想
主
義
に
つ
い
て―

映
画
『
若
者
た
ち
』
と
ポ

ス
ト
高
度
成
長
期
の
サ
ー
ク
ル
文
化
運
動
」
『
人
文
学
報
』
第

一
一
六
号
（
二
〇
二
一
年
）

〇
王
令
薇
（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
、
日

本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

・
「
教
育
議
論
に
お
け
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
中
学
生
日
記
』
の
役
割―

制
作
者
側
・
視
聴
者
側
の
語
り
を
中
心
に―

」
『
京
都
大
学
教

育
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
七
号
（
二
〇
二
一
年
）

・
【
口
頭
発
表
】
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
中
学
生
日
記
』
に
み
る
青
少
年

へ
の
社
会
的
関
心
の
変
容
」
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
会
二
〇
二
〇
年
春
季
大
会
（
二
〇
二
〇
年
六
月
、
オ
ン
ラ

イ
ン
）

○
温
秋
穎
（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
、
日

本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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・
「
戦
前
日
本
放
送
協
会
の
言
語
観
に
つ
い
て―

日
本
放
送
協

会
の
放
送
研
究
雑
誌
を
中
心
に
」
『
京
都
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
年

報
』
第
六
号
（
二
〇
二
〇
年
）

・
「
现
代
国
语
运
动
中
的
传
播
学
启
示―

读
《
声
入
心
通
：
国

语
运
动
与
现
代
中
国
》
（
近
代
国
語
運
動
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
へ
の
示
唆―
書
評
『
声
入
心
通
：
国
語
運
動
と
近
代
中

国
』
）
」
『
武
漢
大
学
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究

室

随
波
逐
流
Ｗ
Ｈ
Ｕ
』
（
電
子
版
）
（
二
〇
二
〇
年
）

・
「
戦
前
放
送
中
国
語
「
支
那
語
講
座
」
の
メ
デ
ィ
ア
史―

他

者
の
言
語
を
想
像
す
る
文
化
の
政
治
」
（
二
〇
二
〇
年
度
京
都

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
論
文
）

○
松
尾
理
也
（
大
阪
芸
術
大
学
短
期
大
学
部
メ
デ
ィ
ア
・
芸
術

学
科
教
授
、
学
科
長
）

・
【
博
士
論
文
】
「
「
関
西
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
社
会

学
的
研
究―

『
大
阪
時
事
新
報
』
を
中
心
に
」
二
〇
二
〇
年
（
京

都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
提
出
）

・
「
明
治
末
期
の
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
「
汽
車
博
覧
会
」
と

『
大
阪
時
事
新
報
』
」
『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
第
四
八
号
、
二

〇
二
〇
年

・
「
関
西
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
系
譜
学―

『
大
阪
時
事
新
報
』

の
視
点
か
ら
」
『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
第
四
九
号
、
二
〇
二
一

年〇
趙
相
宇
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
国
際
調
査
・
教
育
セ

ン
タ
ー
特
任
助
教
）

・
【
口
頭
発
表
】
「
日
韓
併
合
記
念
日
の
メ
デ
ィ
ア
史
：
動
員

と
抵
抗
の
演
出
」
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
（
二
〇
二
〇
年
九
月
、

開
催
）

〇
比
護
遥
（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
、
日

本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

・
「
〔
研
究
報
告
〕
日
仏
美
術
品
交
換
の
企
図
と
挫
折
（
一
八

八
二―

一
八
八
五
）―

外
務
省
記
録
か
ら
見
る
国
際
文
化
交
流

の
事
例
と
し
て
」
『
文
化
資
源
学
』
第
一
八
号
（
二
〇
二
〇
年
）

307



・
「
抗
戦
期
中
国
の
読
書
と
動
員―

政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
見
る
『
読
書
生
活
』
（
一
九
三
四―

一
九
三
六
）
」
『
現

代
中
国
研
究
』
第
四
五
号
（
二
〇
二
〇
年
）

・
「
消
費
す
る
読
者
へ
の
政
治
的
期
待―

一
九
三
〇
年
代
中
国

の
読
書
雑
誌
を
手
掛
か
り
に
」
『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
究
』
第
九
八
号
（
二
〇
二
一
年
）
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